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除
数
細
小
輸
出
よ
り
'
去
薬
拍
械
と
か
、
入
語
れ
ハ
こ
の
二
線
を
ん
刺
殺
で

叩
災
級
協
判
的
機
と
い
う
呼
ぴ
名
で
務
災
油
紙
野
線
主
い
っ
て
い
ま
す
て

叩
一
閥
解
執
よ
殺
に
ぢ
や
か
し
、
ま
た
開
明
和
利
一
一
一
十
一
年
一
一
月
二
十
間
関
口
H

τ町
民
の
秘
話
ん
の
綴
滋
に
な
っ
に
行
わ
れ
た
綴
十
七
側
関
鉄
道
時
間

一
た
武
蔵
野
裁
は
、
滋
汲
火
の
絞
殺
事
骨
議
会
に
お
い
て
滋
階
級
三

一
え
た
よ
う
に
屈
折
開
聞
に
も
減
ら
ず
十
一
年
度
か
ら
総
務
安
閑
開
始
す

一
総
絡
に
も
な
っ
て
お
0
ま
せ
ん
る
と
記
念
滋
当
主
認
め
る
。
た

一
が
、
決
し
て
火
が
消
え
て
し
ま
だ
し
、
滋
ヱ
に
つ
い
て
は
繍
査

一
っ
た
の
で
は
な
く
、
続
々
、
閥
均
の
絡
楽
に
ぷ
設
、
本
饗
輪
開
会
に

と
一
同
婦
の
樹
間
愛
、
殺
琳
引
が
緩
め
ら
れ
お
い
て
予
察
の
抑
制
機
及
び
鋒
ヱ

一
て
凝
り
ま
す
。
本
品
門
会
は
、
災
・
中
の
時
時
情
報
の
進
捗
状
況
相
憾
な
悦
間

一
部
胤
際
線
刊
か
ど
う
ゆ
う
経
遜
を
た
終
し
出
訳
出
品
す
る
も
の
主
す
る
い

一
yw
柱
、
滋
夜
ど
う
な
っ
て
い
る
主
い
き
条
件
付
残
惑
が
な
さ

び
一
か
そ
の
あ
ら
ま
し
か
い
山
総
べ
て
み
れ
、
こ
こ
に
糊
塁
線
と
決
定
さ

一

ま

し

ょ

う

。

れ

ま

し

た

。

一
少
し
笠
い
誉
議
に
な
ち
ま
ナ
下
っ
て
、
間
昭
和
判
ぷ
十
二
年
間

一
け
か
、
級
品
制
二
年
法
律
第
一
一
一
十
七
月
一
ニ
臼
に
行
b
れ
た
然
二
十
開
制

'
一
吟
に
よ

P
、
鉄
道
歎
設
決
予
浴
料
附
滋
後
幾
多
鶴
岡
会
に
お
い
て
「

ま
一
線
に
ミ
チ
拙
品
川
県
我
孫
子
よ
h
J

埼
災
級
協
制
緩
は
、
我
孫
子
糾
問
返
よ

一Z
A
銀
大
官
悶
に
端
部
る
鉄
時
鳩
い
及
び

hd
東
北
本
的
燃
か
い
柑
杭
て
制
問
慣
れ
時
間
近

一
「
締
玉
県
与
野
よ
れ
ソ
液
策
部
立
及
び
ゃ
灸
本
殺
に
銭
的
紛
す
る
帥
間

一
山
川
に
巡
る
鉄
送
」
の
ぷ
梢
献
が
捌
樹
抽
燃
と
し
、
我
市
内
?
?
総
，
h

乱
よ
り
p

策

報一

1
f
J
J
;
i
i
u
u
日
〈
f
J
I
-
-
}
U
U引先

一
一
盟
保
連
営
協
議
余
を
設
置
…

:

一

ん

閉

会

さ

払

和

伊

藤

氏

一

r

一

でも
J
1
2
1
3
4
一

代

瑛

殺

に

喜

一

氏

…

…

i

…
綴
胤
同
然
附
械
的
開
放
噛
盟
鈴
協
議
会

は
、
こ
の
た
び
複
数
合
州
開
始
し

た
国
民
幾
淡
期
間
燃
の
波
紋
の
遂

双
と
縫
全
化
を
間
同
る
た
め
に
後

関
紙
事
れ
れ
ん
也
専
問
の
審
議
後
間
関
で

す
α

こ
の
ゆ
閑
却
問
会
を
世
情
出
仇
す
る

委
昌
以
は

て
被
保
険
穏
な
仏
民
地
淑
ず
る
委

日同

占
…
、
開
院
制
問
ま
た
は
向
科
医
鎖
、

相
知
制
抑
制
制
を
代
表
す
る
中
普
段

一
川
一
、
公
仲
総
合
代
山
積
す
る
委
員

と
一
ニ
後
続
出
V

ぷ
被
災
た
も
っ
て
務

時
抗
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
協
同
mv
数

小鈴

池木
神
陣
中
市
町
村
に
よ
っ
て
定
め
る
の

で
す
が
、

4
4
駒
内
の
棋
併
合
図
名
づ

っ
十
一
…
名
で
融
問
時
脱
さ
れ
て
い
宜

す。
務
総
会
同
弘
事
由
市
の
潔
掛
闘
に
側
関

す
る
次
の
よ
う
な
ず
事
に
つ
い
て

裁
蛸
織
し
ま
す
。

州
出
耕
地
設
の
や
判
A
W
札日以ガ片田

側
同
条
制
的
そ
の
他
州
都
緩
め
制
制
点
島
改

ム践の閣官飼制

州
問
川
問
民
臨
時
康
的
問
滋
特
別
会
計
の

予
感
制
約
成
方
鈴

仙
開
酎
邸
機
関
綴

国
間
畑
町
役
割
棋
の
際
線
徴
収
方
浴

制
間
後
姉
崎
施
設
の
実
銃
汚
絞

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
務
総
し

渓
紫
ょ
の
慾
法
主
健
全
化
を
関

る
c
k
b気
付
開
務
主
い
た
し
て
い

ま
す
。
協
議
会
は
、
そ
の
激
務

我
孫
子
町
側
傑
巡
償
協
議
会
委
員

一

代

官

就

刷

出

-

役

所

一

氏

翁

一
機
船
隊
険
市
町
一
銭
…
戸
一
、
主
ハ
セ
一
ホ
村
崎
臨
漆

パ

;

一

青

山

一

平

二

七

…

山

間

回

復

後

bv

…
中
仙
町
一
、
閉
間
六
千
五
…
役
場
開
関
一

一

グ

…

布

仲

間

下

新

沼

六

三

一

総

務

総

一

鰍

よ

-

豪

雪

芸

ハ

}

一

;

級

一
t

一

郭

中

小

一

て

み

ハ

間

二

~

回

口

線

一
a
q

一

布

佐

一

ニ

、

ひ

六

九

ノ

二

枚

縄

文

総

一

グ

一

次

孫

子

二

、

六

七

八

…

料

品

弁

和

夫

一
公
益
代
後
…

M
M

一
一
、
二
一
一
セ
…
棚
機

m叫
普

晶

一

グ

一

グ

山

一

、

七

て

八

一

品

開

木

和

判

官

骨

H
H

一

日

時

持

久

氏
ω
止
の
}
一
小
抽
出
稼
日

…
M
M

一

布

俊

一

日

‘

一

品

一

八

一

足

立

後

綴

委
険
会
の
ん
判
長
及
び
聡
務
代
制
閣
議
v
h

秋
、
期
融
滋
・
の
籍
条
会
長
に
は

鈴
木
和
判
官
時
え
代
総
省
に
は
小
総
妥
一
応
が
滋
ば
れ
ま
し
た
。

お
本
線
に
護
る
区
間
闘
は
淡
も
に

執
縮
工
す
る
こ
と
を
適
当
と
糊
臨
め

る
。
中
淑
沈
中
4
執
概
よ
れ
ツ
市
川
沢
時
間
近

及
び
中
炎
本
的
腕
に
漆
絡
す
る
区

間
間
に
つ
い
て
は
、
ず
み
や
か
に

後
一
お
し
て
草
属
工
の
降
線
な
淡
s浴

す
る
も
の
と
す
る
よ
と
い
う
綴

織
慨
に
よ
り
着
工
総
と
決
窓
、
こ

と
に
大
金
〈
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。

右
の
決
定
に
後
い
、
附
附
和
…
一
一

十
二
年
度
以
時
押
鉄
滋
山
町
け
ぬ
で
は

秋
孫
子
拙
間
近
よ
り
東
北
4
4
縁側関

の
総
数
災
後
を
一
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
路
線
mu
遂
定
は

日
付
わ
れ
て
お
れ
ソ
ま
せ
ん
。
武
蔵

野
線
関
係
の
緩
和
三
一
十
州
問
年
後

予
察
と
し
て
は
、
二
隠
門
川
知
制
臨

分
寄
れ
て
お
号
、
計
画
と
し
て

は
、
制
偶
然
数
絞
殺
び
路
線
が
淡

窓
し
た
ら
ば
潟
地
問
ハ
収
を
一
行
う

予
定
に
あ
る
と
い
う
の
が
渓
流

で
す
。
な
お
、
絡
線
が
決
定
し

蒼
ヱ
の
段
枇
捕
に
入
れ
ソ
ま
す
と
、

当
然
、
工
系
議
や
ヱ
織
の
点
が

附
附
聞
に
な
れ
ソ
ま
す
が
、
糾
蹴
嚇
璃
潟
割

削
閣
で
は
、
総
工
事
費
約
ニ
出
品
。

陣
地
問
、
ザ
ム
綴
十
年
以
上
か
か
る

k
予
出
品
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
燃
に
ご
務
幾
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
‘
こ
の
慨
押
で
ナ
の

で
楠
向
精
帆
瞬
制
緩
建
設
の
語
的
役
由
叩

し
て
み
ま
す
と
、
本
線
は
首
相
帥

外
部
総
状
線
を
形
成
す
る
も
の

で
、
相
路
端
科
、
神
的
畿
、
策
北
、
山
両

手
各
線
の
滋
滋
カ
の
行
寺
時
錨
h
y

b-緩
和
す
る
と
と
も
に
、
叫
際
抑
鮮

側
関
前
就
航
期
総
…
閥
、
都
中
市
交
遂
恥
制
緩

織
す
に
お
い
て
も
、
蓑
調
節
外
務
の

南
関
盆
都
中
間
緩
い
は
グ
9
1
Y
ベ

ル
ト
地
地
別
殺
後
絡
の
約
一
闘
に
対

し
、
重
一
婆
な
諸
島
帥
関
崎
駅
主
し
て
往

潟
地
拙
棋
の
形
成
に
役
立
た
殺
る

な
ど
多
角
的
な
討
的
安
持
つ
ず
、

お
る
わ
け
で
す
。

以
上
、
級
官
期
決
び
滋
況
の
ゐ

ら
ま
し
合
お
綴
し
ま
し
た
が
、

本
線
が
]
日
も
年
く
的
締
錦
戦
決
浴

緩
エ
の
段
階
に
入
る
た
め
、
蜘
叫

は
…
幽
閣
の
努
力
を
致
し
て
ま
い

ω

り
ま
ナ
が
、
対
馬
両
の
油
田
さ
ん
も

絡
火
な
ど
緩
泌
を
し
て
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
綴
い
殺
し
ま
す
。

を
津
市
民
す
る
た
め
綴
月
一
僚
懇

俊
伸
弘
樹
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
金
加
階
ば
れ
た
委
員
訟
を
剖
仙
の

み
な
織
対
句
ナ
。

93 



公
営
住
宅
議
会
ハ
工
事
入
札
行
わ
る
一

i
i
i
i
役
場
書
庫
も
問
時
に

;
2
5
i九

染
齢
制
工
務
総

な
お
、
役
場
議
織
の
油
開
後
ヱ
症
す

に
つ
い
て
は
、
魚
川
同
検
八
万
人

手
間
口
出
砲
で
悶
問
問
悶
滋
一
“
一
叡
岬
品
h
v
L
決

ち
ま
し
た
。
伽
検
札
吉
れ
た
各
世
景

品
骨
神
仙
仲
併
に
公
共
建
築
に
つ
い
て

は
多
年
の
経
験
を
も
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
な
お
、
}
閣
総
災

な
る
管
藻
の
一
F
に
工
務
合
滋
め

ら
れ
ま
す
よ
う
綴
仲
村
し
て
や
み

ま
せ
ん
。

t究機 Fヨ ，圃β岡 11糊肺綱H崎

議ij1iJ主患遺 …噛

かまうもま謹 Tkl 

事52県三
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制の
査穴
2ボ
めコ

来
我

問融問伊曲

‘
 

約一日一、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
舗

装
滋
路
の
内
八
ボ
コ
に
は
、
砂
利

淡
よ
り
始
末
が
慾
く
、
中
専
に
繁

っ
て
受
け
る
品
開
制
埠
は
‘
体
に
こ

提言霊富田一霧器凶器務総郡山

伝

染

病

に

ご

住

総
書
三
=
=
一
目
立
注
目
一
一
一
一
一
一
一
一
一
立
説
話
担
諒
一
一
一
一
口
一
四
一
一
一
一
一
一
一
コ

駒
田
幸
ん
笈
挙
法
、
い
ろ
ん
な
が
砧
制
緩
は
で
脅
ま
せ
ん
。

伝
染
織
の
発
生
す
る
待
鶏
で
す
災
時
中
に
多
く
発
生
す
る
依
然

か
ら
脇
村
に
波
意
が
必
努
で
す
e

山
間
は
、
仰
向
と
い
っ
て
も
赤
痢
ハ

特
科
係
予
町
で
は
、
昨
叶
尉
叩
僻
問

em

消
化
器
系
伝
執
前
総
〉
や
悶
H
-
本
w闘

に
品
伸
副
所
(
疫
出
削
命
令
h
u
〉
十
九
炎
勢
で
す
。
こ
品
幹
線
号
持
柏
、
一
段

名
(
均
一
一
名
死
亡
〉
、
間
防
本
線
病
気
に
か
か
る
主
、
絡
に
は
、

炎
三
名
、
綴
絞
糸
川
名
、
計
二
金
一
命
も
党
つ
か
な
く
な
る
怒
し

十一点
mw
郎
同
地
常
務
縁
者
が
発
生
し
い
い
紋
泌
総
な
の
で
、
お
互
に
持
似

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
泰
怒
し
あ
っ
て
我
孫
子
町
か
ら
出
仰

に
ま
だ
発
生
し
て
お
守
ま
ぜ
ん
事
な
い
よ
う
に
致
し
ま
し
ょ
う

一一一

、

，
ノ
、
予
、

n宮市134年 7月 1 a 

J

ミ
に
つ
い
て

ノ
ミ
は
、
ベ
兵
長
、
発
務
総
絡

の
伝
染
病
な
奴
品
川
欲
し
ま
す
o

uv
問調品開

後
緩
か
ら
脱
税
識
に
発
生
す
る

の
は
い
い
ト
ノ
ミ
と
一
五
っ
て
、

ま
た
、
ね
ず
み
、
そ
の
偵
の
的

乳
勤
務
〔
い
れ
刷
、
お
こ
な
ど

)
に
寄
生
す
る
多
数
の
ノ
ミ

が
あ
っ
て
、
な
か
叩
ぐ
も
、
か

ず
み
に
海
地
一
す
る
ネ
ズ
ミ
ノ

ミ
同
林
保
側
慾
上
有
袋
で
す
。

(3) 

線
、
幼
虫
、
サ
ナ
ギ
‘
俊
市
燃

と
終
判
越
し
、
幼
山
肌
は
床
下
な

ど
の
ゴ
ミ
の
や
の
御
機
物
を

食
べ
て
渋
紙
院
し
玄
す
。
ヒ
ト

ノ
ミ
が
ぶ
か
ら
双
山
県
に
な
る

ま
で
は
一
一
十
日
以
ぐ
ら
い
で
、

六
月
七
月
が
一
番
擦
な
終
期

で
す
。

M
H
W
斡
除
法

春
秋
の
ふ
人
務
除
の
際
、
品
川
市
民

の
す
ん
で
い
る
後
下
、
床
下

な
よ
く
鞠
制
緩
し
、
蚤
下
に
は

料
判
断
飲
食
し
き
つ
め
て
、
可
庁
、

イ
エ
ダ
ニ
を

駆
除
L
ま
し
ょ
う

す
で
に
皆
様
ご
存
知
の
療
で
す

が
、
こ
れ
等
mw
炉
開
泌
総
を
予
防

す
る
為
に
、
次
の
よ
う
な
方
法

令
制
刊
行
し
て
一
行
き
ま
し
ょ
う
o

M
W
な
る
べ
く
生
氷
山
弘
欽
空
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

察
冷
え
や
暴
飲
薬
会
安
ー
な

い
徐
に
徐
窓
し
ま
し
ょ
う
a

俗
食
事
の
前
後
や
附
川
肘
院
の
設

に
は
、
よ
く
4

ナ
セ
洗
い
ま
し

ト
今
ペ
ノ
。

削w
燦
緩
和
間
後
は
常
に
よ
く
行

い
、
井
戸
や
便
所
持
拡
時
吋
々
潟

地
帯
し
ま
し
ょ
う
。

の
上
に
D
D
T
、
p
y
J
7
γ

〆
イ
ア
ジ

ν粉
剤
を
た
っ
ぷ

り
会
事
ガ
糸
当
り
十
五
グ

ラ
ム
〉
後
い
て
お
き
ま
す
と

学
年
間
閥
的
弘
は
官
官
効
で
ず
。

以
上
の
よ
う
に
し
ま
す
と
ノ

ミ
の
発
生
な
お
さ
え
る
こ
主

が
で
き
ま
ナ
。

J

1

X

ダ
畑
町
に
つ
い
て

お

γみ
の
財
訴
に
寄
生
す
る
級

品
肌
絞
め
ダ
時
一
で
ね
ポ
み
の
多
い

鋭
、
世
帯
務
一
燃
の
説
、
い
す
な
ど

に
お
り
、
い
た
が
ゆ
く
不
快
な

患
い
を
い
た
し
ま
す
。

イ
Z
J
タ
品
合
側
肌
臨
附
す
る
に
は

殺
虫
郊
の
佼
併
も
よ
い
の
で
す

が
、
…
時
智
大
切
な
事
目
、
ね
ず

み
な
現
尚
治
す
る
事
で
す
。
噛
幣
制
問

た
え
る
ば
か
り
'
で
な
く
相
当
危

験
淡
な
と
も
な
う
の
で
、
な
ん

と
か
な
ら
ん
も
の
か
と
後
{
泌
氏

及
び
隅
関
係
方
聞
か
ら
も
機
鯵
ガ

め
跡
調
い
姿
裂
も
畿
内
J

て
お
争
、

町
ど
し
て
も
思
念
に
機
鯵
方
を

両
府
当
防
甘
い
附
期
総
の
た
め
六
月
八

日
町
問
問
、
時
総
制
紙
鵠
側
索
、
他
関
係

期
制
と
然
v
h
、
鴨
渇
時
持
調
師
、
県
議
会

樹
常
務
閥
、
千
葉
掃
除
送
時
錦
繍
結
税
務

務
所
、
松
戸
舗
装
蹴
船
出
同
掛
川
絡
に

苓
縄
問
稲
郊
に
わ
た
り
腕
郎
総
い
た

し
ま
し
た
k
と
ろ
、
悶
ヤ
送
、
掃
除

遂
帥
持
繍
閥
次
予
蜘
併
問
附
滋
路
線
装
事

務
所
よ
れ
ソ
M

悼
の
現
地
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
か
ら
、
い
づ
れ
幡
別

協
に
つ
い
て
の
ゑ
然
出
張
.
か
点
て

ら
れ
資
金
な
捕
畑
仕
伊
X
W噺
げ
か
務
行

さ
れ
る
と

k
を
燦
仲
村
し
て
お
静

ま
す
の
で
と
り
ら
え
ず
お
然
ら

せ
い
た
し
て
お
骨
ま
す
。

絡
に
は
え
や
数
の
開
削
除
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

削
間
下
痢
や
官
同
然
絡
め
物
品
判
は
、

素
人
治
療
で
ふ
〈
物
輸
に
凝
ら
ぬ

う
ち
に
、
悶
ザ
く
聞
広
蹴
倒
の
診
断

恥
百
点
就
け
ま
し
ょ
う
。

制
閣
時
糊
制
々
々
に
行
わ
れ
る
予
防

輪
開
輔
樹
に
は
、
該
労
者
は
ふ
叫
ん
鱗
料

も
れ
な
く
受
け
る
よ
う
に
し

歩
A
F
I
U
?忠
夫
ノ
。

と
し
て
は
D
D
T
、
手
Y
デ
y

、
デ
イ
ル

V
H
Y
、
ダ
イ
ア
ク

ノ
Y
な
ど
の
油
剤
か
組
制
割
問
を
た

っ
ぷ
り
時
噴
霧
し
て
下
さ
い
。
手

γ
デ
ソ
議
委
を
使
用
す
る
場
合

は
少
な
く
も
八
嗣
税
関
に
五
本
佼

開
門
肱
吋
に
ゆ
ぶ
し
て
下
苦
い
。

はニコ

(4) 

bv

危
い
花
火
に
ご
控
意

骨特火
m
v
u
v
i
メ
γ
を
迎
え
ま
@
総
花
火
は
拙
例
え
た
と
用
品
つ
で

し
た
。
例
年
、
花
火
の
事
故
及
び
も
の
ぞ
か
な
い

火
災
で
各
紬
叫
に
大
損
害
・
を
似
し
お
お
ぶ
持
制
と
音
が
山
刷
る
花
火
山
休
ま

て
お
り
ま
す
が
、
当
釘
で
も
予
と
め
る
主
…
漆
危
険

供
の
花
火
遊
び
か
ら
紛
緩
や
，
}
@
H
H
人
工
衛
同
組
グ
は
ま
っ
す
ぐ

描
保
全
地
問
し
た
例
も
ゅ
の
9
ま
す
e

打
げ
る

こ
の
よ
う
な
務
散
は
花
火
の
鐙
市
山
太
い
打
上
げ
花
火
は
手
に
持

類
、
併
は
疑
念
よ
く
知
ら
な
い
た
た
ず
ゑ
に
き
し
て
や
る
こ
主

め
マ
、
浴
後
市
出
品
説
び
に
平
供
た
舎
や
き
い
子
供
た
ち
だ
け
の
靴
作
火

ち
に
数
い
占
々
を
良
く
知
っ
て
も
滋
wv
は
危
険
で
す
。
か
わ
い
い

ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
公
然
に
防
予
仲
間
た
ち
を
事
散
か
ら
守
る
た

火
で
き
ま
す
。
め
に
ム
九
人
却
炉
泌
総
令
閥
均
て
あ
げ

子
供
た
も
の
仲
間
祭
主
し
て
ま
し
ょ
う
勉

こ
E
m
w
か
な
ら
ゆ
芳
成
い
場
所
で
我
秘
的
手
駒
内
治
時
押
印
凶

附

1
3
3
r
t
a
s
:
:
i
h
i
l
l
-
-
d
i
j
t
s
f
L
J
{
1
(
1
r
L
f与
/
1
4
i
J
i
B

一
「
一
祉
会
を
明
る
く
す
る
運
動
一

び

一

に

ど

協

力

下

さ

い

一

線

開

七

月

〕

日

t
一
二
十
一
終

;
i
j
i
i
l
i
-
-ら

あ
一
線
た
ち
は
毎
日
、
新
燃
や
ヲ
事
に
深
い
理
解
主
淡
い
交
幅
減
と

一
ヂ
オ
を
遂
じ
て
、
社
会
の
い
ろ
や

h

寄
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
後

一
い
ろ
な
夜
祭
会
知
る
k
智
、
ど
も
必
要
な
こ
と
マ
あ
り

e

ま
す
。

一
う
し
て
こ
ん
な
に
い
縁
関
犯
線
が
一
史
夜
祭
慾
制
制
緩
の
淡
本
渋
で
み
の

i
一h
起
き
る
の
か

:
j
ま
た
ど
う
し
る
「
剥
路
線
療
予
紛
更
正
法
」
と

童
十
一
た
ら
紙
化
ち
の
及
品
質
か
ら
犯
罪
い
う
淡
総
が
察
務
さ
れ
て
、
今

一
安
な
〈
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
絡
は

γ変
災
十
年
に
な
る
の
で

一
ろ
う
か

ι心
の
痛
ま
な
い
お
ば
あ
り
ま
す
が
、
こ
思
決
然
の
然

一

あ

れ

ソ

ま

せ

ん

。

一

条

に

は

す

べ

て

綴

災

は

夜

益

広
一
そ
こ
で
七
月
一
向
か
ら
一
ケ
保
護
制
制
度
の
回
目
的
制
緩
内
黙
の
た
め

一
月
間
後
開
閉
さ
れ
る
淡
務
省
主
砲
そ
培
地
佼
主
総
力
に
怒
じ
、
そ

一
の
務
九
問
問
「
叫
料
金
b
k
開
明
る
〈
す
れ
ム
¥
気
分
の
寄
与
を
す
る
主

一
る
液
晶
制
い
に
鯵
怒
し
て
、
町
は
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

一
校
苔
ん
の
嶋
崎
緩
的
な
制
御
協
力
な
し
る
さ
れ
て
お
ち
ま
す
。
州
側
線

一
線
て
犯
罪
を
な
く
し
、
後
み
よ
の
な
い
住
み
よ
い
校
会
合
終
相
判

一
い
間
関
る
い
町
を
つ
く
ち
た
い
と
す
る
た
め
、
炎
々
の
笈
協
怖
か
ら

一

思

い

ま

す

，

出

拠

い

嗣

同

協

力

会

い

た

だ

く

上

う

一
段
談
前
町
紋
織
淡
絞
会
的
代
表
以
〈
役
会
の
す
べ
て
mv
方
々
に

一
、
と
し
て
日
時
孜
役
務
に
努
力
を
続
線
び
か
け
る
と
の
「
栓
ム
試
合
間
的

一
け
て
お
り
ま
す
が
、
真
に
更
双
る
く
す
る
W

躍
動
」
に
何
本
郷
後

一
係
端
臓
の
密
持
障
な
使
命
令
漆
成
し
附
門
前
V

土
、
と
mv
上
と
も
渓
泌
後

一
て
ね
鈴
の
な
い
開
明
る
い
役
会
会
議
の
仕
事
に
カ
淡
い
没
後
敬
雄
問

一
帯
六
期
尚
す
る
た
め
に
は
、
鈴
惜
縦
一
的
し
ま
れ
ま
佼
ん
よ
う
お
閥
聞
い
し

の
み
な
ら
ず
成
く
機
絞
殺
A
R
m
り
て
や
み
ま
殺
ん
毛

一
日
殺
の
方
々
が
後
宜
保
護
由
佳

94 

牛
の
涜
行
性
感
胃
予
訪

注
射
諜
揺
に
つ
い
て

出
昨
年
胸
間
関
以
附
附
柏
村
伊
九
九
却
問
地

方
に
脱
税
絞
殺
綴
っ
た
牛
の
抽
出
信
口

俊
慾
隠
は
、
撃
に
発
生
を
自
晶
子

に
す
み
ま
し
た
が
、
本
年
は
同
開

策
地
方
に
流
行
す
る
一
叫
絡
役
も

あ
り
、
こ
れ
か
ら
、
篠
山
行
側
州
に

入
る
の
で
厳
密
地
な
務
後
け
か
饗
悼
喝

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
か

か
る
ん
偶
然
か
ら
保
護
し
、
発
生

を
ゆ
京
総
に
時
抑
止
す
る
た
め
次

に
よ
れ
ツ
手
時
間
注
射
を
実
砂
抱
い
た

し
ま
す
母
で
洩
れ
な
く
受
け
ら

れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

ー
出
現
恰
仙
の
続
的
問
;
:
・
・
や
の
流
行

料
は
帥
組
問
問
発
役
時
間
止
の
た
め

2
.級
統
次
期
日
・
・
・

i
m認
の
濁

h
ツ

S
対
一
撃
家
畜
・
;
:
飼
育
し
て
い

る
す
べ
て
の
や

4
注
射
の
方
淡

j
:皮
下
注
射

淡
に
よ
る

滋
銃
@
空
気
銃
の

検
査
に
つ
い
て

あ
な
た
の
お
持
ち
に
な
っ
て

い
る
猟
鋭
、
設
気
持
到
に
つ
い
て

今
関
統
的
刀
銭
幅
制
等
所
持
取
締

品
開
門
第
十
一
日
一
条
}
の
却
施
後
に
よ

れ
ツ
後
査
を
実
践
す
る
と
主
に
な

ち
ま
し
た
の
守
、
泌
総
に
よ
れ
ツ

必
ず
品
開
変
役
受
け
て
下
さ
い
。

一
、
機
嫌
務
wm

災
孫
子
勝
同
銀
派
出
所

二
、
検
査
時
臨
吋

七
月
十
六
廷

午
前
九
よ
与

午
後
関
怜
ま
で

三
、
悼
持
参
す
る
も
の

ー
、
気
付
税
、
常
気
銃

語
、
絞
殺
特
許
可
誕

5
注
射
制
作
:
:
…
一
綴
wh
品刊二

O

。
内
ハ
獣
医
師
関
手
数
料
合
〉

ハ齢制
V

縦
型
〈
の
場
合
は
潜
血
次
回
地

線
い
た
し
ま
す
。

糊
期
日
及
場
所

ム
我
孫
子
-
町
鑑
・
:
七
月
九
日

議
瞬
間
山
制
緩
務
総
九
時
半

i

十
品
吋

y
l
ケ
戸
惑
音
寺
十
一
玲

i

十
二
時

後
臨
時
第
一
一
一
小
学
校
十
気
持

学

i
十
五
時

久
中
守
需
品
資
俸
制
附
十
六
時
吋

I

十
七
臨
吋

ム
制
開
持
品

i
七
月
十
日

湖
北
小
学
校
裳
門
九
時
半

l
十
六
時

ム
布
佐
・
:
七
月
十
一
詩

布
佐
支
部
川
九
時
半

i
十日一

臨時村
仏
端
概
柏
崎
公
民
館

十
六
時
吋

十
臨
時
吋
!

3
、
印
鑑

あ
な
た
が
も
し
縫
慾
の
検
殺

に
応
じ
ら
れ
な
い
縫
合
は
‘
援

出
回
開
ま
た
は
後
税
制
m
w
h
口
頭
で

持
組
出
凶
の
よ
然
一
一
市
役
受
け
て
下
さ

av 
食1を
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堤
と
う
敷
内
の
牛
謁

の
放
牧
に
つ
い
て

七
月
の
ご
み
車
り
予
定
表

の
も
の
だ
づ
た
の
で
す
が
、
減

ム
蝦
が
ふ
え
る
に
し
た
が
い
ま
し

て
ホ
?
チ
に
守
る
の
は
殺
し
く

な
号
、
相
和
総
の
家
、
品
開
削
明
の
改

棉
替
な
は
じ
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
e

川署内務分介
φ

ぞ
か
陥
燃
の
こ
ろ
な
考

え
る
と
、
い
ま
の
絞
は
ず
い
分

端
加
に
な
っ
た
主
い
う
が
、
い
つ

ま
マ
も
掛
鶴
市
削
除
枠
内
ば
か

9
考
え

て
も
い
ら
れ
な
い
会
，
そ
れ
よ
り

台
後
し
ど
主
だ
け
で
も
議
に
さ

せ
、
そ
の
分
だ
け
外
で
織
聞
い
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
劾
ま
し
と

い
た
・
わ
ち
の
気
持
で
主
号
あ
げ

た
」
主
い
う
。
と
め
タ
マ
ゴ
貯

金
は
間
昭
和
三
十
二
年
に
は
八
万

一
千
円
に
な
号
、
第
一
一
回
と
し

て
一
人
九
千
円
づ
っ
分
け
、
さ

っ
そ
く
台
所
改
護
資
金
に
ま
わ

し
た
と
い
う
ま
こ
と
に
弱
る
い

村
づ
く
ち
の
お
議
し
で
す
。

県
民
と
う
数

内
の
牛
馬
の

つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年

b
z

駁
い
て
お
h

ツ
ま
す
が

河
川
絞
持
部
付
朝
団
上
、
山
川
水
拐
を
日

抽
出
え
、
近
年
に
お
け
る
水
害
激

発
状
況
に
か
ん
が
み
、
自
民
主
う

敷
内
の
放
牧
は
災
防
相
損
傷
の
怒

図
と
な
る
M
E
い
ザ
あ
れ
J

ま
す
の

で
自
戒
下
さ
い
ま
す
よ
う
ど
協

力
を
お
総
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
一
級
建
築
士

試
験
及
が
建
築
主
事
資
格
検

定
の
実
施
に
つ
い
て

mm
和
初
出
〕
十
制
問
年
}
開
戦
時
間
附
納
滑
走
午
約
十
…
山
吋
川
間
十
五
分

t
午

協
同
会
仇
吋
州
問
十
派
分
時
純
然
級
料
刊

午
後
一
一
時

t午
後
山
閥
均

時間然政問削飢

午
後
約
終
…
ぷ
十
分

i
午
後
ハ

跡
宮
山
十
分

八
月
二

f
口
頭
門
向
付
総
羽
〉

午
前
九
持

i
午
前
十
}
防

総
後
融
制
思
潮

午
紛
十
一
持
四
十
五
分

1
午

五
時
十
ぷ
分
建
築
設
計
製

品川刈

3
受
持
制
申
込
手
続

ω交
時
制
出
叩
込
手
続
議
相
時
山
同
期
間

六
月
二
十
一
一
司
(
月
総
呂
)

か
ら
七
月
七
自
(
火
脱
臼
)

ま
で

似
受
験
中
注
提
出
場
一
時
間

一
向
棋
連
笹
山
支
は
作
比
一
所
地
の
部

活
府
保
持
也
祭
主
務
課

時
総
祭
主
奈
は
俊
一
切
仙
明
文
は
勤

務
山
地
の
抑
部
道
府
叫
司
九
時
経
後
十
中
山
務
総

出
間
受
験
申
込
者
向
等
令
交
付

受
験
申
込
者
、
受
治
家
内
等

は
六
月
十
五
日
付
〈
丹
総
口
H
V

か

ら
各
判
部
川
端
府
間
除
経
後
京
総
紛
で

交
付
す
る

G

な
お
醐
部
川
絡
を
交
付

和
也
市
小
め
る
場
合
持
品
添
加
限
切
手

〈
八
開
門
〉
砕
い
は
っ
た
ふ
M
邦
公
開
況
の

札制収
u

浴

資
悦
問
中
期
的
判
食
品
開
.
漁
船
仰
也
市

双
山
系
胸
部
地
柄
災
士
市
森
市
川
州
市

線
路
指
名
十
制
緩
中
部
大
隊

十
開
始
押
一
戸
市
附
徐
立
中
市
以

内
開
中
部
潔
M

獄
中
市
総
凶
問
中
部

熊
本
泌
総
出
品
作
問
中
市

円
札
絞
及
考
古
託
制
剤
U
H

油成時吋同間後

一
級
出
組
後
十
中

八
例
月
二
十
二
日
H

(

土問昨日
H
)

午
前
九
緑

l
午
約
十
一
時
時

七
月
の
汲
み
索
。
ノ
予
定
表

かいかカ"-をま終日当日よけんまも綴少免おで終
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堅手z語草旨tYご干雲4fag雪交官京支Jf 
射 て総合すうとる.Fl iJt 紛にま集合、絞っ三位~ ，こたに

字 主主雪主主手芸苦手E主主、主2室主手zZ 
る いなて療かむ惑に 争はしきま議室しての、るにこ
さ と

'# '/J~ 

J 日本議炎にかからぬFあら }切

2大

日
本
町
出
炎

は
、
か
か
っ

た
人
の
一
一
…
劉

伎
は
、
死
ん

で
し
ま
い
索

い
に
時
前
つ
で

も
平
氏
H
m
T
小

銅
山
闘
に
な
っ
化
り
、
閥
、
恥
酬
な
ど

の
約
締
跡
内
問
削
常
時
間
ナ
も
の
が
こ

州
問
伎
は
あ
る
と
い
ろ
泌
ろ
し
い

ん
然
気
で
す
。

C
の
内
総
陶
凡
も
必
錦
、
Y
M
M

門機、

何
拡
に
多
い
子
供
の
山
総
%
で
、
問
同

十4
A点
的
問
ど
こ
で
も
批
判
然
し
て
い

ま
す
。
子
供
令
と
の
汎
的
ゐ
し
い

病
気
か
ら
附
す
る
た
め
に
は
刊
と
う

し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
に
は
ま
づ
蚊
・
を
汲
治
し
な
け

れ
ば
な

9
ま
#
叫
ん
。
日
本
悩
炎

は
絞
で
う
つ
る
の
で
す
。
い
奴
に

制
料
さ
れ
ぬ
よ
言
明
用
心
す
る
と
主

は
も
ち
ろ
ん
、
品
般
の
発
生
源
を

日

一

絞

七
月
十
一
日
一
円
紅
白
一
部
、
三
日
仏
、
八
区
の
一
的
論
、
期
間
北

十
二
日
一
八
広
一
の
一
部
、
九
区
、
十
一
弘
前
り
一
務
、
古
叩
後

十
三
日

γ
ば
一
の
一
係
省
十
一
の
一
区
及
↓
一
.
弘
、
十
二
区

十
凶
日
-
小
宵
君
、
中
東
伐
採
子
、
袋
線
、
淡
市
山

十
瓦
円
一
一
阪
、
長
一
、
E
・除、開隊、
aw除、内げ位、品
U

降、
A

吋
悼
式
夜
、
返
区

j車

月

泌
総
に
献
怖
い
ぬ
中
部
や

総
泌
が
あ
る
こ
と
が

あ
れ
ソ
ま
す
が
多
く
は

一
一
、
三
日
制
で
制
例
え
て

し
ま
い
ま
す
。
ヲ

P

チ
Y
も
同
問
先
日
酔
緩
み

年
々
後
災
さ
れ
、
よ

ち
州
問
糸
約
で
、
よ
B9

総
称
げ
郊
の
少
い
も
の

が
幾
浴
さ
れ
つ
つ
あ

ち
ま
す
。

次
に
)
綾
部
mu
注

e

高
誌
と
し
て
滋
労
を
さ

甲
け
、
援
制
慌
を
十
分
と

h

る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
れ
ソ
ま
せ
ん
。
一
変
は
た
だ
で

絞の送治と守子務接緩

十
山
間
際
、
舟
問
、
相
税
問
下
、
制
機
鮪
胤
船
時

阪
の
叩
線
、
ス
氏
、
機
関
γ
ム機湘

阪
の
…
側
部
、
公
隊
、
十
川
島
町
体

十
句
附
除
、
氏
附
協

…
一
…
…
除
、
八
阪
の
一
日
約

八
隊
、
九
一
弘
前
V

一
線

}
郎
、
丘
町
除
、
八
訟
の
…
州
部
、
融
関
北

一
部
、
九
ば
降
、
十
町
悼
の
…
潟
、
布
袋

}
帽
冊
、
十
一
の
一
一
弘
次
二
区
、
十
二
区

商
品
殺
叩
相
手
、
架
線
、
波
山
山

神
帖
ナ
ニ
路
上
何
時
点
り
予
防
波

器
時
総
務
数
料
制
緩
燃
の
蹴
斜
計
糊
税
制
総

同叫んハ

na
…口
Hμ
日
常
綴
で
公

然
a
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